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国際ワークショップ

「地球温暖化に伴う東アジアの食料生産変動予測」報告

鳥谷 均地球環境部食料生産予測チーム

開 催 日： 年 月 日（水 ・ 日（木）2004 3 17 18）

開催場所：文部科学省研究交流センター

（つくば市竹園 ）2-20-5

世紀後半から、人間活動に由来した環境変20
動が世界各地で顕在化しており、このことが、将

来、世界の食料生産に大きな影響を与えることが

懸念されている。世界の人口の 分の にあたる3 1
約 億の人々を抱える東アジアもまた、この環20
境変動にさらされており、この地域の食料生産と

その変動は今世紀の世界食料安全保障にとって最

も重要な問題の一つである。こうした状況を背景

に、本ワークショップでは東アジア地域に焦点を

あて、環境変化による食料生産の変動に関する最

新の研究成果をもちより、議論を行った。

オープニングセッションで、農環研の陽理事長

はその挨拶の中で、東アジアに共通した農業問題

とその背景となっている地形・気候の特徴につい

て説明を行い、本ワークショップに期待する点な

どに触れた。

基調講演では、海外から （中国農業LIN, Erda
PORTER,科学院 農業環境持続的発展研究所長 、）

（デンマーク国 王立獣医農科大学，ヨーJohn R.
ロッパ農学会会長 、 （国） ROSEGRANT, Mark W.
際食糧政策研究所）の各氏を招いた。このうち、

氏は、温暖化が食料生産への脅威となる予想LIN
結果が示されているなかで、中国におけるコメ、

トウモロコシ、コムギ生産への影響に関する最新

の予測結果を示した。また、 氏は、地PORTER
球規模の環境変化のインパクトを考える際に、現

象の非線形性や不確実性を考慮した影響予測の重

要性を論じた。とくに、現象の強度に関する頻度

分布が温暖化によってどの様に変化するのかに注

意を払うことが重要であることを述べ、その事例

を挙げて解説した。また、量ばかりでなく品質へ

の影響も評価すべきであること、さらに影響評価

に当たっては農業の環境に対するサービスを考慮

ROSEGRANTすべきであることも論じた さらに。 、

氏は、食料需給に水需要を組み入れた世界規模の

食料生産システムモデルによる推定結果に基づい

て、気候と水資源の変動が食料生産に与える影響

を論じた。また、社会科学的な視点に立った予測

結果を紹介するとともに、温暖化影響予測を明ら

かにするためにエルニーニョ年でみられる食料生

産システムの変化を解析することが重要であるこ

とを指摘した。

一般講演では （ ）環境変化が農業資源に及ぼ、 1
す影響の予測 （ ）環境変化に対する作物モニタ、 2
リングとモデリング （ ）食料生産システムへの、 3
影響評価の つのセッションで、合計 題の話3 16
題提供（ 題が海外からの発表）があった。主な8
話題として、穀物生産に影響を及ぼす水資源、害

虫および土壌など自然環境要因や、社会経済学的

モデルを用いた食料需給モデルなどが取り上げら

れた。

総合討論では、食料生産量変動予測に関する問

題点が議論され、個々の研究がもつ時間的・空間

的スケールの隔たりを克服する重要性が認識され

た。また、作物生理の研究の立場から、生育・収

量予測モデルが影響評価に用いられる場合、その

中身が理解されずに誤って使われる事例が見受け

られることへの懸念が表明された。最後に、将来

の食料問題に関して、自然科学者が悲観論、社会

科学者が楽観論になりがちな点が指摘され、両分

野の研究者がより強く協力する必要性についての

意見交換を行い、閉会した。


